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　平成２７年１１月６日から９日までの間，

オーストラリアのシドニーで第１６回アジア

太平洋最高裁判所長官会議が開催され，寺田

逸郎長官が出席しました。この長官会議は，

２年に１度，アジア太平洋の国や地域の最高

裁判所の長官等が集まって各国の司法や裁判

所に関する問題について話し合うもので，今

回は，オーストラリア，中国，ロシア，韓国，

インド，シンガポールなどの東南アジア諸国

や太平洋の国々など３１の国や地域の最高裁

判所の長官等が出席しました。会議では，国

民から信頼される公正な司法を維持していく

ために長官がどのような役割を果たすべきか

といった普遍的なテーマから，外部の専門家

の意見や知識を裁判にどのように生かしてい

くかというテーマ，ＩＴを用いた新しい裁判

官研修の在り方など，９つのテーマで活発な

議論が行われました。

　寺田長官は，裁判所と裁判手続に対する国

民の信頼の構築をテーマとするセッションに

おいて，裁判所の運営について有識者をメン

バーとした委員会など外部の様々な意見を取

り入れていること，裁判官の研修において科

学的な証拠など専門的知識に関するプログラ

ムが行われていること，裁判員制度が導入さ

れて裁判が国民の皆さんにより分かりやすい

ものとなったこと，小中学生の皆さんに対す

る法教育など我が国の裁判所が行っている取

り組みについて紹介しました。また，寺田長

官は，セッションにおける議論や社交行事を

通じて，多くの国や地域の長官等と意見交換

をし，交流を深めました。

第１６回アジア太平洋
最高裁判所長官会議

【セッションでコメントする寺田長官】

【休憩時間中の意見交換】
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　佐賀市の早津江川河口に広がる一面の

原っぱ。今は何もないここは，平成２７

年７月に明治日本の産業革命遺産群の一

つとして世界遺産に登録された，三重津

海軍所跡です。幕末の佐賀藩は，海外と

の窓口であった長崎の警備を強化するた

め，いち早く洋式船を手に入れて洋式海軍を設立しました。

　その拠点となったのが「三重津海軍所」です。遺構の保存のために全て埋め戻された跡地を専用スコープ

で覗くと，約１６０年前の風景が３６０度出現し，日本最古のドライドックの風景を見ることができます。

佐賀平野の晩秋を彩る風物詩である熱気球大会

「佐賀インターナショナルバルーンフェスタ」は，毎年開

催されていますが，今年は「２０１６佐賀熱気球世界選手権」

が１０月２８日から１１月６日に開催されます。

　この世界選手権は２年に一度開催される世界で最もレベ

ルの高い競技会です。佐賀市では１９８９年，１９９７年に

続いて３回目の開催となります。世界各国の代表が色鮮や

かなバルーンを操り，世界チャンピオンを目指してトップ

レベルの熱戦が繰り広げられます。

    佐賀県は九州地方の北西部にあり，県庁所在地は佐賀市です。玄界灘と有明海の２つの海に接しており，

広大な佐賀平野を有する人口約８３万人の自然豊かで住み良い環境です。

   県内の唐津，伊万里，有田などは古くから陶磁器の生産地として全国的に有名で，県内外から多くの観

光客が訪れています。

熱

世

熱戦！熱気球世界選手権

唐津市は，日本三大松原のひとつである

「虹ノ松原」が玄界灘を臨む海岸線に広がっており，松浦川の河口に鎮座

する唐津城の城下町として栄えた町です。この町で毎年行われる「唐津くんち」

は，博多や長崎と並び，「日本三大くんち」に名を連ねる一大イベントです。

　かし造りの台車の上に巨大な工芸品をあしらった１４台の「曳山」を，しめこ

み姿の男衆が引く姿は見応えがあり，毎年，大勢の観光客が訪れます。

壮大な歴史が見える！
世界遺産三重津海軍所跡

祭
熱気球に負けない熱気！
唐津くんち

裁判所めぐり　佐賀地方・家庭裁判所

歴史と ,食と , 福のまち 「さが」

佐賀藩三重津海軍所絵図（公益財団法人鍋島報效会　所蔵）

佐賀インターナショナルバルーンフェスタの様子

唐津くんち　５番曳山　「鯛」


